
◆ 満３歳から５歳児クラスまでの全ての子どもたちの利用料が無償化されま
す。

◆ 私学助成幼稚園の利用料の無償化上限額は２５，７００円です。
国立大学付属幼稚園の利用料の無償化上限額は８，７００円です。

◆ 入園料についても、一部無償化の対象となる場合があります。
詳細は各施設に直接ご確認ください。

◆ 通園送迎費、食材料費、行事費などは、これまでどおり保護者の負担になります。
ただし、｢年収３６０万円未満相当世帯の子ども」と「第３子以降の子ども」につ
いては、副食（おかず・おやつ等）の費用が町から給付されます。
※副食費の給付額は、最大月額4,500円の範囲で、保護者が実際に園に支払う副食費の
金額までとなります。

◆ 副食費の町からの給付について、[第３子以降の子ども]の多子カウントは、小学
３年生までの最年長の子どもを第１子としてカウントします。

幼稚園（私学助成幼稚園・国立大学付属幼稚園）を利用される方はご確認ください。

教育を希望し、保育を必要としない方

【対象者・利用料】

令和元年10月1日から幼児教育・保育の無償化がスタート。

幼稚園（私学助成幼稚園・国立大学付属幼稚園）利用者向け

【無償化の対象となる手続き】

町に認定申請書を提出し、「新１号認定」を受ける必要があります。

保育を必要とし、預かり保育を利用する方

【対象者・利用料】

◆ 利用料の無償化については、上記と同じです。

◆ 預かり保育が無償化の対象となるには、町から「新２号認定」または「新３号認
定」の確認を受けることが必要です。

認定区分 支給要件

新２号認定
「満３歳に達する日以後最初の３月３１日を経過した子ども」で、保育
を必要性（保護者ごとに就労等が必要）がある子ども

新３号認定
「０歳から満３歳に達する日以後最初の３月３１日までの間にあるこ
ども」で、保育の必要性（保護者ごとに就労等が必要）があり、住民
税非課税世帯の子ども



◆ 利用日数に応じて、

「新２号認定」は月額１１,３００円まで
「新３号認定」は月額１６,３００円まで
の範囲で預かり保育の利用料が無償化されます。

◆ 無償化の対象となる限度額は、「４５０円×利用日数」と施設への支払金額の低い方とな

ります。

預かり保育の提供が基準未満の園を利用している場合

◆ 預かり保育の利用料は、これまでどおり保護者は園に支払いをお願いします。そ
の後、保護者から園を通じて町に償還払いの申請を行っていただき、内容を審査し
た後、町から保護者に当該金額の償還払いを行う予定です。

問い合わせ先：中井町 福祉課 子育て支援班

TEL:０４６５（８１）５５４８ MAIL： fukushi@town.nakai.kanagawa.jp

【施設を無償で利用するための手続き】

保育を必要とし、預かり保育を利用したいが、園の預かり保育の提供がない、または預
かり提供時間等の一定の基準に満たない場合、園の預かり保育のほか、認可外保育施設
等の利用料も無償化の対象になります。

※一定の基準未満：「平日の開所時間が８時間未満」もしくは「年間開所日数２００日未満」

※認可外保育施設等：認可外保育施設、病児保育事業、ファミリー･サポート･センター事業など

※無償化の限度額は、｢新２号」は預かり保育の月額上限の11,300円まで、｢新３号」は16,300円

までのうち、預かり保育の無償化対象金額を上限から除いた額までが、認可外等の無償化対象
額となります。

１号認定+新２号認定の方が２０日間預かり保育を利用した場合（例）

●預かり保育料が１日５００円の施設の場合

《保護者が施設へ支払う保育料の金額》

５００円×２０日（利用日数）＝１０，０００円 ・・・（Ａ）

《無償化対象の限度額》

４５０円×２０日（利用日数）＝ ９，０００円 ・・・（Ｂ）

《町から保護者へ支払う無償化対象額

（Ａ）１０，０００円＞（Ｂ）９，０００円 ⇒ 低い方（Ｂ）９，０００円

町から「新２号認定」または「新３号認定」を受けるためには、
申請書の提出が必要です。


